
設問 ７（２）
●領域 「D データの活用」
●評価 思考・判断・表現

●調査結果

●身に付けさせたい力
四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解できる力

＜出題の趣旨＞複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を
数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみる。

平 均
正答率

自 校 千葉県 全 国

23.5% 26.0% 
無解答率

自 校 千葉県 全 国

33.3% 29.4%

中学校・数学 授業実践アイディア例

「複数の箱ひげ図を比較し、統計的に
問題解決できるようにしよう！」

日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、問題
を解決するために計画を立て、必要なデータを収集して分析し、
データの分布の傾向を捉え、その結果を基に批判的に考察し判断
するという一連の活動を充実させる。

授業改善案

課題
複数の箱ひげ図から分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な表現

を用いて説明することに課題が見られる。

見いだす -疑問をもつ、課題を明確にする-

日常の事象から各自が必要感を
もって課題を見いだせるよう、生徒
の意見をもとに課題を設定します。

授業改善の
ポ イ ン ト

右の箱ひげ図は、千葉県内５都市の令和５年
７月の最高気温を表したものです。（気象庁HP）

気づいたことを発表しましょう。

県内でこんなにも気温に差が出るんだね。
右に行くほど、暑くなっているのかな？

銚子市の範囲が狭いということは、気温
差が少ないから過ごしやすいね。

箱ひげ図の箱の長さが一番長い市原市が
一番暑いのかな？

どの都市が一番暑いのか、根
拠を基に説明してみましょう。

最小値
第１

四分位数
中央値

第３
四分位数

最大値

勝浦市 24.4 27.7 28.8 30.4 34.5

銚子市 25.7 28.0 29.9 31.4 32.0

千葉市 27.9 30.6 32.7 33.7 36.8

船橋市 27.5 31.2 34.3 35.0 38.4

市原市 27.4 31.4 35.2 36.4 38.0

得点（点数）

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果分析から



自分で取り組む –自分の考えを形成する-

広げ深める –新たな考えに気付くｰ

まとめあげる ｰ新たな疑問をもつｰ

複数の箱ひげ図を比較
しながら、根拠を明確に
して表現しているか確認
します。

箱ひげ図は、複数のデータの分布を比較しやすい反面、データ
の分布の形など失われる情報もあるため、必要に応じて箱ひげ図
とヒストグラムを関連付けて用いることが重要である。

複数の箱ひげ図を比べ、見いだしたことを、他者に分かりやす
く表現できているか確認します。その際、箱ひげ図の特徴や傾向、
代表値等を用いて説明しているかに注目します。また、表現され
たものを生徒同士が解釈し合うことも大切です。

授業改善のポイント

箱ひげの図の箱の長さは根拠になるのかな？

箱の長さからは、データの散らばり具合は
わかるけど、暑い（気温が高い）ことを言う
ために、箱ひげ図の位置に着目して考えよう。

市原市は箱ひげ図の位置が一番上に
あるから、一番暑いと言えそうだな。

勝浦市は箱ひげ図の箱の長さが短いので、
四分位範囲が小さいから、気温の差が小さく、
第１四分位数と第３四分位数、中央値がそれ
ぞれ低いから、一番涼しいといえるね。

船橋市も暑いと思います。理由は、
最大値が一番高く、第１四分位数、第
３四分位数、中央値がそれぞれ２番目
に高いからです。

市原市の箱ひげ図と似ているから、
同じような気候だね。

箱の位置と中央値に着目すればわかりそうだ。

茂原市のデータを付け加えます。何かわか
ることはありますか？

ヒストグラムを使って分布の様子を
見ないと、正確にはわからないよ。

どのように考えたか話し合ってみましょう。

令和６年度も同じ傾向が言えるの
か、端末を使って調べてみたい！

授業改善のポイント

授業改善のポイント

箱ひげ図は複数の都市を比較する
のに便利だけど、箱ひげ図だけでは
わからないこともあるんだね。
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